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（仮称）釧路湿原自然再生協議会の設立について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釧路自然保護協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　釧路湿原やちの会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道釧路支庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道釧路土木現業所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林野庁北海道森林管理局帯広分局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省北海道開発局釧路開発建設部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境省東北海道地区自然保護事務所

１．協議会設立の趣旨

　釧路湿原はわが国最初のラムサール条約登録湿地であり、タンチョウやキタサンショウ

ウオをはじめとする多様な野生生物の貴重なすみかとなっています。しかし、近年、流域

の経済活動の拡大に伴い湿原面積が著しく減少し、湿原植生もヨシ・スゲ群落からハンノ

キ林に急激に変化してきています。

　このような変化は自然の推移をはるかに超える速さで進行していることから、関係省庁

や自治体、地元ＮＰＯなどが、この貴重な湿原を次の世代へ継承するため、様々な取り組

みを進めているところです。

　平成１５年１月に自然再生推進法が施行され、４月には自然再生基本方針が決定されま

した。これにより釧路湿原における自然再生の取り組みも、この法律に基づき実施するこ

ととなり、この度、以下のような自然再生事業を効果的に実施するため、（仮称）釧路湿原

自然再生協議会を設置し、関係機関の連携を強めるとともに、地域の多様な主体の参加に

よる合意形成と事業実施をこれまで以上に進めたいと考えています。

２．釧路湿原自然再生事業の目的

　釧路湿原の自然環境をラムサール条約登録当時（1980 年）の環境に回復させるため、当

面、西暦 2000 年時点の状況を維持・保全することを目標として、

　①流域及び河川からの負荷を少なくとも概ね 20 年前の水準に戻す

　②これ以上の湿原の減少・劣化を防ぐとともに人為により消失した湿原を再生させるこ

　　とにより現状の湿原の面積・状態を総量として維持する

こととし、地域住民、ＮＰＯ・ＮＧＯ、地方公共団体、関係行政機関、専門家などが連携

協力して釧路湿原の保全と再生を進めます。
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　また、流域を生活の基盤として暮らす農林漁業を営む人たちや、様々な立場の人たちの

参加を得ながら、国土の保全その他の公益との調整に留意して、湿原と地域生活が共存す

る豊かな地域づくりに貢献することも目指します。

３．事業の内容

　釧路湿原における自然再生への取り組みは、釧路湿原を含む釧路川の流域全体を対象と

して、上記の目的を達成するため、平成１３年３月にまとめられた「釧路湿原の河川環境

保全に関する提言」を踏まえ、以下の項目について事業を行うこととします。（別表参照）

① 水辺林、土砂調整地による土砂流入の防止

② 森林の再生などによる保水、土砂流入防止、生態系の機能向上

③ 湿原の再生

④ 湿原植生の制御

⑤ 蛇行する河川への復元

⑥ 水環境の保全

⑦ 野生生物の生息・生育環境の保全

⑧ 湿原景観の保全

⑨ 自然再生への市民参加の推進

⑩ 保全と利用の普及啓発

⑪ 環境教育の推進

⑫ 地域連携・地域振興の推進

　なお、自然再生推進法に基づき、釧路湿原自然再生の全体構想は、協議会において検討、

作成されることとなっています。

４．協議会の役割

　協議会では、釧路湿原の自然再生事業を推進するため、以下の事項を行います。

（１） 釧路湿原自然再生全体構想の作成

（２） 自然再生事業実施計画案の協議

（３） 自然再生事業の実施に係る連絡調整

（４） その他必要な事項の協議
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５．協議会の構成

　協議会は、以下の方々によって構成されます。

（１） 自然再生事業を実施しようとする者

（２） 地域住民、ＮＰＯ等、自然環境に関し専門的知識を有する者、土地所有者等そ

の他の自然再生事業又はこれに関連する活動に参加しようとする者

　　（３）関係行政機関及び関係地方公共団体

６．協議会への参加案内

　自然再生基本方針（平成１５年４月１日閣議決定）に基づき、自然再生事業の実施者は、

地域において自然再生事業に関する活動に参加しようとする者に対し、幅広くかつ公平な

参加の機会を確保することが求められています。この趣旨に基づき、今般、協議会への参

加者を別紙募集要領のとおり広く呼び掛けることとしました。募集期間は、平成１５年９

月１日（月）～９月３０日（火）です。

　釧路湿原の保全と再生を進め、こどもたちにこの素晴らしい湿原を残すため、皆さんの

理解と協力をお願いいたします。

７．その他

（１） 今後のスケジュール

　　９月３０日：募集締め切り

　　１０月：第１回協議会の開催（釧路市内を予定）

　　　　　　・協議会規約、小委員会の設置等

　　　　　　・全体構想案の検討

（２） 釧路湿原の自然再生事業に関する詳しい情報源

　・釧路湿原やちの会　　http://www. marimo.or.jp/~tancho/yati.htm

　・林野庁北海道森林管理局帯広分局　　http://www.obihiro.go.jp/saisei

・ 国土交通省北海道開発局釧路開発建設部　　http://www.ks.hkd.mlit.go.jp

・ 環境省釧路湿原自然再生事業ホームページ　　http://www.kushiro.env.gr.jp/saisei


